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　多くの光センサは、温度、歪み、生
体粒子の付着、試験中のシステム内化
学環境などの変化によって起きる、わ
ずかな波長変化の検出に頼っている。
例としては、ファイバブラッググレーテ
ィング（FBG）に基づくセンサ、レーザ
共振器、ミクロスフェアまたはマイク
ロリングを使ったセンサ、表面プラズ
モン共鳴またはフォトニック結晶セン
サなどがある。光センサは、電磁干渉

（EMI）に対して耐性があり、遠隔また
は分散センシング用途にも使用できる
などの利点をもつ一方、サブナノメー

トルまたはピコメートルのわずかな波
長シフトを分解する能力をもつ大型で
高価なインタロゲーションシステム（広
帯域光源／グレーティングに基づくス
ペクトルアナライザまたは光検出器を
備えた波長可変光源など）が一般に必
要になる。しかし、米パロ・アルト・リ
サーチ・センタ（PARC）の研究チーム
によって新しい技術が開発され、位置
有感検出器を組込んだ50フェムトメー
トル（fm）程度のわずかな波長変化を
分解することができる小型読出しイン
タロゲータユニットが作製された（1）。

　研究チームは、米国で昨年開催され
たPhotonics West 2010でプレゼンテ
ーションを行って以来、標準トランジ
スタアウトライン（TO）ヘッダに適合
するプロトタイプ読出し波長モニタの
開発に取組んできた。

波長シフト検出器
　高速で起きる極めて小さな波長変化
を監視するために、線形可変光フィル
タを位置有感検出器（線形光検出器アレ
イまたは位置有感光検出器）上に設置
した。フィルタの光学的性質がフィル
タの特定方向の位置とともに直線的に
変化するため、この横方向に変化する
透過率が入射光の波長とフィルタを通
過した光スポットの位置との相関を定
義する。したがって、透過光スポット
の位置から入射光の波長を求めること
ができる。フィルタコーティングの最
適化によって、さまざまな波長範囲の
アクセスが可能になる。動作中、スプ
リットダイオード上の直線的に変化す
るファブリペローフィルタが入射光の
スペクトル情報を位置有感検出器上の
空間情報へと変換する。
　線形可変フィルタ向けに、研究チー
ムは、横方向に勾配を持つ共振器によ
って分離された二つの分布ブラッグ反
射器から成る最適化1550nmファブリ
ペローフィルタコーティングを開発し
た。フィルタの勾配2.4nm/mmによっ
て、フィルタ上の位置が変更された時
の透過率ピークのスペクトルシフトが
指定される。研究チームは、選択され
たアプリケーション向けに検出器を最
適化するための、検出器暗電流、増幅
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図1　TOヘッダに適合する小型インタロゲーションモジュール（a）は位置有感検出器と線形可変
フィルタを使ってわずかな波長変化を分解する。振動実験（b）では、50fm程度のわずかな波長
変化が検出された。（資料提供：PARC）






